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１．はじめに 

令和２年度いしかわ多職種連携教育プロジェクトあいまいぴーを開催できましたことをご報告いたします。新型コロナウイル

スの影響により年度内の開催が危ぶまれましたが、たくさんの方のご協力により初のオンライン形式で開催することとなりました。

大村さん、關谷さんをはじめ実務者の皆さま、学生メンバーの皆さま、とやまいぴーの皆さま、参加者の皆さま、関わってくださっ

た皆さまに心より感謝申し上げます。今回はテーマを「子どもを取り巻く環境と保健・医療・福祉」とさせていただきました。日々

の生活の中で、成長する過程で生きづらさを感じる人に私はどう関わればよいのかと感じる出来事があり、多職種で考えてみた

いという思いから今回の企画がスタートしました。企画を通して、医療者としてだけでなくひとりの地域住民として様々な立場か

ら考えることの大切さに気がつきました。また、本人や家族の「こうありたい」を支える方法に 1 つの正解はなく、ともに考え続け

ることが重要であると学びました。地域の一員として「こうありたい」という思いに寄り添い、より良い方法を考え続けるためには多

職種の連携が必要だと強く感じます。あいまいぴーでは、今の自分の視点を大切にしながら出会い学ぶことができる場だと思い

ます。これからも、今の自分にだからこそできることを考え、その人らしい生活を支えていけるように学び続けたいと思います。 

金沢大学 作業療法専攻 4 年 臼井千尋 

 

「発達に関してなんらかの障害や生きづらさを抱える子供や家族に対して、自分には何ができるのかな」という「もやもや」か

ら、ちーちゃんの学びの旅は始まります。3 度の事前学習で、医療的ケア児を育てるお母さんや小児訪問看護師さんにお話を

うかがうとともに、あいまいぴー・とやまいぴーのメンバーが対話を重ね、3 月 21 日のイベントをみんなで作ってきました。その中で

ちーちゃんの「もやもや」が少しずつ輪郭を帯びてきます。メンバーそれぞれが、自分の過去の経験や今の暮らしの中にある課題

意識をちーちゃんの「もやもや」に重ねていきます。イベント当日を迎えるころには、ちーちゃんの「もやもや」は私たちみんなの「も

やもや」になっていました。今回、私は「質問づくり」という学習形態の進行と、Zoom や Google スプレッドシートを活用したオ

ンラインワークショップの環境調整という形で関わらせてもらいました。コロナ禍で対面での活動が大きく制限される中でも、人々

がフラットに深く対話し、お互いから学び合うことができるという手応えは、今後のあいまいぴーの活動に大きな可能性を抱かせ

てくれるものでした。本企画に関わってくれたすべての方々に心からの賛辞とリスペクトを送ります。 

北陸大学 医療保健学部  關谷暁子 關谷暁子 

 

前回のあいまいぴーの開催から約一年…思いもよらないパンデミックの中、ちーちゃんをはじめとする仲間とともに「子ども」をテ

ーマとした IPE イベントについて構想を練ってきました。あいまいぴーは「一堂に介する」ことを大切にしてきたため、それが叶わな

い状況で、双方向性のある IPE イベントができるのか…？？と大変戸惑いました。しかし、せきやさんという心強い新メンバー

の加入により、オンラインツールの活用に挑戦しながら、改めて IPE とは何か、学生時代からの継続的な IPE の意義とは何

か、IPW にどのような影響があるのか…などについて、学び直すことができました。異なる価値観を持つ多様な人たちが、相互

作用しながら自他について知り、柔軟に能動的に、多主体で水平的に連携・協働する…日頃からのコミュニケーションの重要

性、一目置かれる関係性の構築について、体験できました。実りある準備期間を経て、石川県高度・専門医療人材養成支

援事業の助成を受け、とやまいぴーとの合同開催にて初めてのオンライン IPE を開催できましたことを、とても嬉しく思います。 

ご協力いただきました皆様に心より感謝申し上げます。 

石川県立高松病院（現：石川県立こころの病院） 

   金沢大学大学院保健学専攻 公衆衛生・在宅看護学分野博士後期課程 1 年 大村裕佳子 
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２．開催概要 

・日時：2021 年 3 月 21 日（日） 13：30〜16：30  場所：オンライン Zoom 

・参加者数：34 名 

・参加者内訳 

 

 

多様な学生や実務者、教員の方々にご参加いただきました！ 
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・学習目標 

 

・全体の流れ 
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３．資料 

・オープニング 

 

 

 

 

 

 

                             ★ファシリテーター 
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 ・アイスブレイク  

 
 

・多職種ごちゃまぜ！質問ワーク 

 

＜架空事例＞ 舞降家（まいふるけ）…とある県の中心部に暮らす4人家族。 

 

母 舞降あき 32歳 元保育士 

元来明るく体力にも自信があり、どんなに辛くてもやるべきことはやる性格。保育士の仕事にとても誇りを持っていた。長女

を出産後に仕事復帰を希望し、市や保育園の担当者と何度も話したが、前例がないことを理由にどこにも入園できなかっ

た。その際、何故そこまでして働きたいのか、母の存在が1番重要だと度々言われ、今も強く心に残っている。結婚前は他

県で医療的ケアの必要な児童も保育していたため、体制の地域差に驚いた。長女も長男もたくさんの人と関わり、強みを

生かして充実した人生を歩んで欲しいと思っている。夫は頼んだことはやってくれるが、「準備から後片付けまでやって欲しい」

「言わなくても動いて欲しい」と内心思っている。長女のケアを任せるのは不安で、万が一何かあってはいけない、自分が全て

やるべきだと思っている。長男には我慢ばかりさせており申し訳ないが、イヤイヤ期が激しく姉のケア用品にイタズラをするた

め、1歳半頃よりキツく叱ることが増えていった。 

 

父 舞降ようた 36歳 WEBデザイナー（在宅勤務） 

元々は大手情報会社勤務で超激務だったが、長女が10カ月の時に転職。収入は半減したが、良い選択だったと思っ

ている。長女の誕生に立ち合い人生で感じたことのない感動を感じたのもつかの間、ドラマのような心肺蘇生が繰り広げら

れ、立ち尽くしたあの瞬間が鮮明に残っている。妻は保育士で、真面目で愛情深い性格であり、吸痰や経管栄養にもテ

キパキと対応していたので安心して全て任せていた。長女が退院して3ヶ月が経った頃、妻の様子がおかしいと気付いた。

家事育児はしているが表情がうつろで、どこかへ電話しては涙していた。地区担当の保健師が訪問し、産後うつの可能性

が高いと判断され、必ず側に着いているよう助言された。期間が過ぎていたため助成が受けられず、自費で1週間の産後

ケアを利用し、（一泊2万5千円）乗り切ることができた。もう少し発見が遅れていたらと思うと、後悔している。何でも協

力したいが、以前妻の外出時に長女が誤嚥し肺炎で入院したことをきっかけに、頼られなくなった。どう声をかけて良いのか

分からない。掃除・洗濯と長男の送迎を担っているが、仕事のことでいっぱいになると家事を後回しにしがち。 
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長女 舞降ゆか 6歳2ヶ月 

在胎39週で経膣分娩にて2300gで出生。（低出生体重児）出生後間もなく心肺停止となり、NICUに6ヶ月間入

院していた。原因は不明で、低酸素脳症の影響で現在も気管切開と経鼻からの経管栄養を行なっている。入院中にてん

かん発作が起こったが、その後デパケンシロップの内服により発作はない。聴力障がいがあり、補聴器を使用している。かなり

近くで会話しないと聞き取りにくい。手話は習得済み。知的な発達は年齢相当で、自力で排痰できるようになってきたた

め、吸引は3〜4時間に一回程度。右不全麻痺はあるが歩行は自立しており、小学生になることを楽しみにしている。週に

2回はデイサービス、週に3回は母と県のリハビリテーションセンターに通っている。食べることが大好きで食事訓練が楽しみだ

が、誤嚥し一度肺炎になってからは口腔ケアが中心となり同じゼリーばかりでさみしい。両親や弟が自分のせいで苦しんでい

ることが辛く、沢山勉強してお金持ちになりたいと思っている。  

 

長男 舞降ひろ 3歳4ヶ月 

在胎38週で経膣分娩にて3000gで出生。母は姉の支援を行う必要があるため、生後2ヶ月から父の送迎で保育園へ通

園している。マイペースで一人遊びが得意で、お姉ちゃんが大好き。好奇心旺盛で何にでも触りたがるため、母によく怒られ

ている。父は好きだが、母に甘えたい思いが強いが、母は自分が嫌いなのではないかと感じている。 

 

来年度からゆかさんは小学生！とっても楽しみにしています。 

 

特別支援学校か公立小学校（支援学級・通常学級）かを検討中で、受け入れが可能そう（話を聞いてくれた）なとこ

ろはどこも遠方のためスクールバスの対象です。担当者からは、「気管切開がある場合バスには乗れません。ご家族での送迎を

お願いします」と言われました。理由は、医療者が乗車していないため気管切開のカニューレが万が一抜けた場合の対応がで

きない、吸引ができないためとのことでした。 

また、特別支援学校からは、慣れるまでは授業中も母の付き添いをお願いします、その後も経管栄養の注入に来て下さい

と言われています。公立小学校からは、前例がなく看護師が配置できるかはギリギリまで分かりませんと言われています。一番

前の席でも授業の内容を全て聞き取ることは難しいため、スクールサポーターの配置を希望しましたが、「うちの市では養成して

いませんので…」と返答されました。 

母は送迎も付き添いも自分がする！と考えていますが、心身の疲労が蓄積しており、もしもの時の頼り先がなく不安に思ってい

ます。大学への進学などを考えると共働きが理想ですが、どうしたら良いのか分からず悩んでいます。 
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グループ１ 

メンバー：★まおにゃん（理） さたけしんじ（理） やまゆう（栄） あきこ（看） さくら（医） 

 

グループ２ 

メンバー：★まめ（栄）さおり（理）たじ（理）あゆむ（看）やすひろ（子）なかくら氏（検） 

 

グループ3 

メンバー：★ゆかこさん（看）川井（理）りせ（栄）しゅん（教）とっし〜（医） 
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グループ4 

メンバー：★おーちゃん（看）ななみん（理）きたさん（栄）のぐっち（医）まゆ（作） 

 

グループ5 

メンバー：★きよっち（医）うわじ（理）あおい（栄2）ようこさん（栄・教員）ちひろ（作）みなみ（助） 

 

グループ6 

メンバー：★ムラヤマ（薬）スプリンター（理）しおり（栄）やっちゃん（看）さっさー（作） 
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・ちーちゃんの学び（事前学習）の共有 
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・IPEとIPWについて 
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４．アンケート結果  
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

令和 2 年度 いしかわ多職種連携教育プロジェクト あいまいぴー 報告書 

2024 年 3 月 1 日 発行 

発行者：臼井 千尋 

關谷 暁子 

大村 裕佳子 

 

Special Thanks  

S・U 様 

Y・N 様 

＜とやま多職種連携教育プロジェクト とやまいぴー＞ 

清水 洋介 様 

堀田 麻央 様 

豆本 真理恵 様 

村山 大輔 様 

伊藤 達也 様 

木戸 敏喜 様 

＜金沢大学＞ 

医薬保健研究域保健学系 看護科学領域 公衆衛生・在宅看護学分野  

塚崎 恵子 教授 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


